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年
末
年
始
の
行
事
案
内

● 

大
祓

　　  

十
二
月
三
十
一
日

　
大
祓
と
は
、
半
年
間
の
罪
穢
を
祓
い
、

清
々
し
い
心
と
な
っ
て
各
自
の
勤
め
に

励
み
一
家
の
幸
福
を
増
進
せ
ん
と
す
る

意
義
深
い
行
事
で
す
。

　
形
式
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
を
書
き

身
体
を
な
で
息
を
三
度
吹
き
掛
け
初
穂

料
（
お
思
召
し
）
と
共
に
袋
に
納
め
て

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
町
内
の
神
社

総
代
か
岡
田
宮
社
務
所
迄
お
届
け
下
さ

い
。

● 

歳
旦
祭
　
　
　 

一
月
一
日

　
新
し
い
年
を
お
祝
い
し
、
今
年
も
良

い
年
で
あ
る
よ
う
に
と
願
う
神
事
。

　
午
前
〇
時
よ
り
、
恒
例
の
「
福
餅
」

を
先
着
順
で
五
百
個
配
り
ま
す
。

● 

開
運
福
引
き  

　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
月
一
日
〜
三
日

一
枚
五
百
円
で
ハ
ズ
レ
な
し
。

一
等
は
羽
根
ぶ
と
ん
な
ど
が
当
り
ま
す
。

新
年
の
運
だ
め
し
に
ど
う
ぞ
。

さ
い
た
ん
さ
い

お
お
は
ら
え

平
成
三
十
年
の
厄
年

（
年
齢
は
数
え
年
）

（
年
齢
は
数
え
年
）

厄 

年
（
男
）

厄 

年
（
女
）

二
十
四
才

　前
厄

二
十
五
才

　大
厄

二
十
六
才

　後
厄

四
十
一
才

　前
厄

四
十
二
才

　大
厄

四
十
三
才

　後
厄

六
十
才

　
　前
厄

六
十
一
才

　大
厄

六
十
二
才

　後
厄

十
八
才

　
　前
厄

十
九
才

　
　大
厄

二
十
才

　
　後
厄

三
十
二
才

　前
厄

三
十
三
才

　大
厄

三
十
四
才

　後
厄

三
十
六
才

　前
厄

三
十
七
才

　大
厄

三
十
八
才

　後
厄

◆ 

厄
年
大
祭

　二
月
節
分
日

平
成
七
年
生

　
　六
年
生

　
　五
年
生

昭
和
五
十
三
年
生

　
　五
十
二
年
生

　
　五
十
一
年
生

　
　三
十
四
年
生

　
　三
十
三
年
生

　
　三
十
二
年
生

平
成
十
三
年
生

　
　十
二
年
生

　
　十
一
年
生

昭
和
六
十
二
年
生

　
　六
十
一
年
生

　
　六
十
年
生

　
　五
十
八
年
生

　
　五
十
七
年
生

　
　五
十
六
年
生
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か
た
し
ろ

平
成
30
年
の
八
方
除

平
成
30
年
算
賀
の
年
祝

九
紫
火
星
の
方

昭
和
　
十
二
年

昭
和
二
十
一
年

昭
和
　
三
十
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
四
十
八
年

昭
和
五
十
七
年

平
成
　
三
　
年

平
成
　
十
二
年

平
成
二
十
一
年

六
十
一
才

七
十
才

七
十
七
才

八
十
才

八
十
八
才

九
十
才

九
十
九
才

還
暦

古
稀

喜
寿

傘
寿

米
寿

卒
寿

白
寿

昭
和
三
十
三
年
生

昭
和
二
十
四
年
生

昭
和
十
七
年
生

昭
和
十
四
年
生

昭
和
六
年
生

昭
和
四
年
生

大
正
九
年
生

八
十
二
歳

七
十
三
歳

六
十
四
歳

五
十
五
歳

四
十
六
歳

三
十
七
歳

二
十
八
歳

　
十
九
歳

　
十
　
歳

生
　
　
年

年
齢（
数
え
年
）

● 

ど
ん
ど
焼
祭 

　

 

　
　
　
　
　
　
　一
月
十
四
日 

（
日
）

　
古
く
な
っ
た
〆
縄
、
門
松
等
を
焼
納

す
る
神
事
。

　
地
元
の
有
志
に
よ
る
餅
ま
き
、
神
酒

接
待
、
ぜ
ん
ざ
い
等
の
諸
行
事
が
午
前

中
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
玉
ち
は
ふ

　
神
し
て
ら
せ
ハ

　
世
中
の

　
ひ
と
の
ま
こ
ゝ
ろ

　
か
く
れ
や
ハ
す
る

　
　
　
　
　
　
實
美

　
こ
の
和
歌
の
大
意
は
、「
霊
力
を
振
る
っ
て
加
護
し
て
く
れ

る
神
が
光
を
照
ら
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
世
の
中
の
人
の
真

心
が
隠
れ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
隠
れ
は
し
な
い
」。
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
か
ら
一
〇
〇
年
後
の
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六

八
）
十
二
月
に
造
ら
れ
た
こ
の
歌
の
碑
が
、
岡
田
宮
随
身
門

の
階
段
下
右
側
に
立
っ
て
い
る
。
さ
て
、
和
歌
が
納
め
ら
れ

て
い
る
木
箱
蓋
裏
側
に
は
次
の
覚
書
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

慶
應
元
年
正
月
拾
七
日
前
中
納
言
三
条
実
美
卿
、
大
宰
府

流
謫
の
途
次
、
黒
崎
宿
櫻
屋
黎
明
外
聞
を
避
け
て
竊
か
に

徴
行
　
岡
田
宮
に
奉
幣
祈
願
を
籠
め
ら
れ
た
る
　
大
宮
司

波
多
野
安
藝
守
直
足
に
心
想
ノ
和
歌
一
首
賜
り
也

從
士
　
土
方
楠
左
衛
門
久
元

（
※
ル
ビ
は
筆
者
に
よ
る
）

　
三
条
実
美
（
一
八
三
七
―
九
一
）
は
、
幕
末
の
公
家
で
、

明
治
維
新
後
に
太
政
大
臣
・
内
大
臣
を
務
め
た
。
幕
末
、
尊

王
攘
夷
派
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
文
久
三
年
（
一
八

六
三
）
八
月
十
八
日
の
政
変
で
京
都
を
追
わ
れ
、
長
州
藩
領

に
落
ち
延
び
た
（
七
卿
落
ち
）。
さ
ら
に
、
元
治
元
年
の
第
一

次
長
州
征
討
で
長
州
藩
が
降
伏
す
る
と
、
征
討
軍
解
兵
の
条

件
と
し
て
、
五
卿
（
七
卿
の
う
ち
二
人
は
病
死
・
逃
亡
）
は

長
州
藩
領
か
ら
福
岡
藩
領
の
太
宰
府
に
移
送
さ
れ
た
。

　
元
治
二
年
（
＝
慶
応
元
年
〔
一
八
六
五
〕）
一
月
十
五
日
、

五
卿
ら
の
一
行
は
筑
前
国
黒
崎
湊
に
上
陸
し
、
黒
崎
宿
の
御

茶
屋
等
に
十
八
日
ま
で
滞
在
し
た
。現
在「
史
蹟 

五
卿
上
陸
地
」

の
石
碑
が
八
幡
西
区
舟
町
に
立
っ
て
い
る
。
上
記
の
覚
書
に

よ
る
と
、
十
七
日
明
け
方
、
実
美
は
土
方
久
元
（
楠
左
衛
門
、

一
八
三
三
―
一
九
一
八
、
の
ち
の
宮
内
大
臣
・
伯
爵
）
を
従
え
、

密
か
に
岡
田
宮
に
参
拝
し
、
こ
の
和
歌
色
紙
を
大
宮
司
波
多

野
直
足
に
与
え
た
。

　
現
宮
司
の
波
多
野
直
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
岡
田
宮

の
氏
子
で
あ
る
黒
崎
田
町
桜
屋
の
古
海
（
宇
都
宮
）
正
顕
が

実
美
を
同
宮
に
案
内
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

私
も
そ
の
説
に
賛
同
す
る
。

　
そ
う
し
た
背
景
を
考
え
る
と
、
和
歌
の
意
味
が
分
か
っ
て

く
る
。
政
争
・
戦
争
に
敗
れ
、
遠
く
九
州
の
地
ま
で
落
ち
延

び
て
来
た
実
美
が
、「
世
の
人
の
真
心
（
尊
王
の
志
）
が
衰
退

す
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
衰
退
す
る
は
ず
が
な
い
。
岡
田
宮
に

祀
ら
れ
る
神
々
が
加
護
し
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
」
と
い
う
思

い
（「
心
想
」）
を
和
歌
に
込
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
祈
願
が
通
じ
、
二
年
後
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

十
二
月
九
日
、
王
政
復
古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
実

美
は
京
都
に
呼
び
戻
さ
れ
、
元
の
官
位
に
復
し
た
。
十
九
日

に
太
宰
府
を
発
ち
、二
十
七
日
に
京
都
に
到
着
し
た
。
今
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
一
五
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
守
友
　
隆
）

岡
県
紀
行
④

岡
田
宮
所
蔵
の
三
条
実
美
の
和
歌

（
霊
）

（
照
）

（
人
）

（ 

真 

心 

）

（
隠
）

じ
ゅ
う

さ
き
の
ち
ゅ
う
な
ご
ん

る
た
く

ひ
そ

（
微
）
び
こ
う

あ
き
の
か
み
な
お
た
り

（
る
ヵ
）

こ

ひ
じ
か
た
く
す
ざ
え
も
ん
ひ
さ
も
と

さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み

だ
じ
ょ
う

な
い

し
ち
き
ょ
う

お

ち
ゃ
や

ひ
じ
か
た
ひ
さ
も
と

く
す
ざ 

え 

も
ん

く
な
い

な
お
た
り

ふ
る
み

う
つ
の
み
や

ま
さ
あ
き

岡
県
紀
行
④

お

か

の

あ

が

た

き

こ

う

お

か

の

あ

が

た

き

こ

う
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ま
ち
餅
が
白
い
鳥
に
化
し
て
飛
び
去
っ
て

し
ま
い
、
山
の
峰
（
稲
荷
山
）
に
留
ま
っ

た
と
あ
り
、
そ
こ
に
稲
が
稔
っ
た
た
め
、

「
イ
ネ
ナ
リ
」
か
ら
「
イ
ナ
リ
」
の
社
の

名
が
つ
い
た
と
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
伊
呂
具
の
子
孫
が
こ
の
お
こ

な
い
を
悔
い
て
、
稲
荷
山
の
木
を
家
に
持

ち
帰
っ
て
神
に
祈
り
祀
っ
た
と
あ
り
、
そ

の
木
を
植
え
て
根
づ
く
と
福
が
も
た
ら
さ

れ
る
と
の
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
初
午
の
際
に
伏
見
稲
荷
大
社
で
頒
布

さ
れ
る
「
験
の
杉
」
の
由
来
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
杉
は
各
家
庭
に
稲
荷
神
を
招
来

す
る
も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
稲
荷
神
は
、
後
に
仏
教
の
荼
吉
尼
天
と

習
合
し
た
た
め
、
愛
知
県
の
豊
川
稲
荷
な

ど
仏
教
系
の
稲
荷
祠
の
ほ
か
、
家
庭
や
企

業
で
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
稲
荷
社
な
ど
で

も
初
午
の
行
事
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
神
社
本
庁
・
（
2
）
祭
祀
祭
礼
デ
ー
タ
に

よ
れ
ば
、
全
国
に
「
稲
荷
神
社
」
は
約
三

千
五
百
社
あ
り
、
広
く
全
国
的
に
分
布
し

て
い
ま
す
。

神
社

　
　問
答

な
ぜ

な
ぜ

（その64）（その64）

お
稲
荷
さ
ん  

そ
の
②

 

初
午
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
二
月
最
初
の
午
の
日
に
、
京
都
の
伏
見

稲
荷
大
社
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
稲
荷

神
社
な
ど
で
は
初
午
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。

　
初
午
の
日
は
、
和
銅
四
年
（
七
一
一
）

二
月
の
こ
の
日
に
稲
荷
神
が
初
め
て
三
ヶ

峰
（
稲
荷
山
）
に
降
臨
さ
れ
た
こ
と
に
因

む
も
の
で
、
こ
の
こ
と
が
稲
荷
神
社
の
総

本
社
で
あ
る
伏
見
稲
荷
大
社
の
鎮
座
の
由

来
と
も
な
っ
て
お
り
、
全
国
の
稲
荷
神
社

で
は
特
に
重
要
な
日
と
し
て
祭
事
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
午
の
行
事
は
中
世
か
ら
の
稲
荷
信
仰

の
普
及
と
と
も
に
、
庶
民
の
間
で
全
国
的

に
広
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
農
事
始

め
と
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
年
の
五

穀
豊
穣
や
、
養
蚕
地
帯
で
は
繭
玉
を
供
え

て
養
蚕
の
祈
願
を
お
こ
な
っ
た
り
、
漁
民

の
間
で
は
豊
漁
の
祈
願
が
お
こ
な
わ
れ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
で
は
商
売
繁

盛
・
事
業
繁
栄
な
ど
を
願
う
参
詣
者
で
各

地
の
神
社
が
賑
わ
い
ま
す
。

　
（
1
）
『
山
城
国
風
土
記
』
逸
文
に
は
、

秦
公
伊
呂
具
は
稲
を
積
み
上
げ
る
ば
か
り

に
富
裕
で
し
た
が
、
そ
の
富
に
奢
っ
て
、

餅
を
的
と
し
て
矢
を
射
た
と
こ
ろ
、
た
ち

（
１
）風
土
記

　
一
五
頁
注（
２
）参
照

（
２
）祭
祀
祭
礼
デ
ー
タ

　
神
社
本
庁
が
平
成
二
年
か
ら
五
ヶ
年
計
画
で
実
施

し
た
「
全
国
神
社
祭
祀
祭
礼
総
合
調
査
」
の
結
果
を
デ

ー
タ
と
し
て
集
積
し
た
も
の
。平
成
七
年
時
点
で
の
全

国
約
八
万
社
の
基
本
情
報
（
神
社
名
・
鎮
座
地
・
他
）、

祭
神
情
報
、
祭
礼
情
報
及
び
由
緒
書
な
ど
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。

し
る
し

だ
　
き
　
に 

て
ん

は
た
の
き
み
い
ろ
ぐ

第二十三回
  岡田神社書道展
第二十三回
  岡田神社書道展

会　期　平成29年7月25日（火）
　　　　　　　　　 ～31日（月）
表彰式　平成29年7月29日（土）
総出品点数　769点

岡
田
宮
賞

総
代
会
長
賞

特

　
　選

有
岡
　
美
佳

吉
良
　
汐
莉

彌
勒
　
聖
日

岩
熊
　
伶
奈

後
藤
　
紗
希

秋
山
　
ゆ
り

下
田
　
敢
介

上
野
　
　
蓮

岩
熊
　
り
ほ

石
　
　
一
冉

和
田
日
茉
莉

小
島
彩
恵
子

武
田
　
も
も

山
下
　
　
雛

齊
藤
　
聖
大

武
田
絵
美
里

久
野
　
陽
士

戸
川
　
優
芽

金
城
　
有
珠

武
田
わ
か
な

田
中
　
佐
奈

江
口
　
　
葵

小
茅
　
沙
紀

浅
海
　
聡
美

荒
瀬
　
結
衣

田
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岡田神社の境内にあるスタジオ

お宮参り・七五三の参拝時の着物レンタルが

0円から借りられます。
16,000円～ 四切り2枚・衣裳・

着付・ヘアメイク付（　　　　  ）

北九州市八幡西区岡田町1-46  093-621-2080

は
つ
う
ま

（波多野宮司の神職身分が上がりました）


